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第５回さぬき市合併１０周年記念事業実行委員会 会議要旨 

 
 
１ 日  時  平成２４年２月２９日（水）１３時３０分～１４時４０分 
 
２ 場  所  さぬき市役所３０２会議室 
 
３ 出 席 者  【委 員】十川委員 岩﨑委員 石原委員 犬伏委員 寒川委員 工藤委員 

定國委員 
 

 【事務局】総務部政策課 向井課長、山田係長、玉木主査 
 
【傍 聴】０名 
 

４ 会議次第  １ 開会 
        ２ 委員長あいさつ 
        ３ 協議 

（１）合併１０周年記念事業実施計画について 
（２）合併１０周年記念事業応援ボランティアスタッフの募集について 

          ４ その他 
（１）平成２３年度事業実施報告について 
（２）今後について 

        ５ 閉会 
     
５ 配布資料  資料１ 合併１０周年記念事業一覧 

資料２ 合併１０周年記念事業応援ボランティアスタッフ募集チラシ 
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６ 会議内容 
 
 < 開 会 > （13：30） 

事務局 
 
 
委員長 
 
 
委員長 
 
事務局 
 
委員長 
 
委員 
 
事務局 
 
委員 
 
事務局 
 
委員 
 
 
事務局 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
 
事務局 
 
委員 
 
 
事務局 
 
委員 
 

定刻がきたので開会する。 
まずは委員長に挨拶をお願いしたい。 
 
事業計画の概要が固まったのでお知らせするとともに、応援ボランティアスタッ

フの募集について御検討いただきたい。 
 
では、資料１の事業計画についての説明を事務局にお願いする。 
 
●配布資料を使って説明 
 
事務局の説明につき御意見・御質問等はないか。 
 
事業費はどれくらいになっているか。 
 
４０事業で約３，９９０万円程度である。 
 
市の単独事業か。 
 
そのとおりである。 
 
市の収支は大丈夫か。１０周年記念事業を実施した結果、市が財政的に悪くなって

しまうことにはならないか。 
 
そのようなことにはならないと考えている。 
 
事業終了後、そのような話が必ず出ると思われる。特に記念事業に賛同していな

い市民からの問合せに対して説明できるか。 
 
特に補助金の支出については、各事業所管課で審査を行い、政策課でも審査を行

っており、疑問が生じた支出については、直接実施団体代表者にヒアリングや対象

経費とは認められないものは、補助対象外経費としている。 
 
１０周年記念事業の実施に向けて計画も進んでいるところ申し訳ないが、行政改

革の中で補助金などを見直すこととしている。その中でこれだけの支出をするとな

ると説明ができるようにしておく必要がある。 
 
了解する。 
 
「ツインパルながお」が休館となるが、事業実施までの間、施設はどのようにな

るのか。 
 
休館であることから、管理に必要な人員配置はしないと聞いている。 
 
そうすると事業を実施する前には、清掃等が必要になると思われる。 
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事務局 
 
委員 
 
事務局 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
 
委員 
 
委員 
 
事務局 
 
 
委員長 
 
委員 
 
委員長 
 
事務局 
 
委員長 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 

清掃等の必要性はあると思われる。 
 
清掃等の予算は、１０周年記念事業の予算に計上しているのか。 
 
本施設は、いつまでも休止するものではなく、条件を変更して管理者を再募集す

ることになると思われる。委員御指摘の１０月頃に再開できるかそれとももう少し

時間が必要になるかははっきりしていない。休止の場合は、多少の清掃は生じると

思われる。施設の管理は使える状態に保っていなければならないと考えていること

から、担当課の方が行っているので心配はないと思われる。 
 
特に市主催事業で参加したいと思っている市民もいると思われるが、巡回バス等

の準備は計画の中に入っているのか。 
 
多くの参加を見込んでいる事業については、駐車場の問題もあることから、経費

の中にバス代を計上している事業もある。あくまでも概算予算となっていることか

ら、実施団体によって多少の変更が生じることも想定しているので必要な対応もと

ることを考えている。 
 
交通の不便な人もいるので考慮をお願いしたい。 
 
１０周年記念事業において、不測の状態を想定して予備費的なものはあるか。 
 
大きな事業であるので不測の状態も想定していることから、多少の予備費的なも

のは考えている。 
 
他に質問があれば後でお願いする。事業計画についてはよろしいか。 
 
特に無し。 
 
次に応援ボランティアスタッフの募集について事務局から説明をお願いする。 
 
 ●配布資料を使って説明 
 
事務局の説明につき御意見・御質問等はないか。 

 
 各実施団体は、事業実施に向け既に準備を進めていることが想定されることか
ら、実施団体に対してボランティアスタッフの制度を早く周知する必要があると思

われる。 
 
 事業内容が現段階で不明なところがあることから、その日にスタッフとして参画
して役にたつかどうか、事業内容や込み入った問い合わせなどに対応できるかが懸

念される。 
 
住所、氏名などはあるが、応援ボランティアスタッフ自身に何ができるかを記入

してもらった方が良いのではないか。自分ができることや特技や資格などを記入し

てもらうほうが良いと考える。 
 
業務内容について、最初は駐車場警備や会場運営を行う予定になっていたが、そ
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委員 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
委員 
 
委員 
 
事務局 
 
委員 
 
 
委員 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 

れ以上に求められたときに、自分自身が対応できるか不安である。 
実際に現場に入ると、そのようなケースは有り得ると思われる。 
 
交通整理等は、交通指導員にお願いすると良いのではないか。交通指導員だけで

は不足することから、どのイベントについても実施スタッフで応援はしている。 
 
多度津町で実施された「歌の散歩道」の例をとると、駐車場係、受付係及び会場

内の案内係は全てボランティアで運営していた。同事業を所管する政策課として

は、応援ボランティアスタッフをお願いしないと間に合わないと考える。 
 
ボランティアの業務内容によっては、事前にシュミレーション等を行う必要があ

ると思われる。小さい事業であればその日に対応できるが、大きい事業であれば事

前の説明などが必要である。 
 
実施主体者が事前に応援スタッフに対して説明会を開くなどしなければならな

いと思われる。 
 
事務局として実施主体者と応援スタッフの調整は行うが、業務によって事前の説

明が必要な場合は、事業実施者にお願いしたい。 
 
事前の打合せ会をもってその日に出席できない場合があり、当日直接応援スタッ

フとして参画する場合も想定される。 
 
応援ボランティアスタッフを募集するのは、合併してから初めてのことだと思わ

れることから、大いに実施すべきだと考える。今後のことを考えると非常に大切な

ことであり、様々な特技を持っている方もたくさんいることから、積極的に登録し

ていただき、応援していただける方を派遣できる体制が望まれる。 
募集するかどうかを議論するのではなく、ボランティアの募集をしたらどうか。 
 
災害も含んで、ボランティアという習慣づくりをしたらどうか。 
 
さぬき市には、ボランティア協会はあるのか。 
 
ボランティア団体として登録している団体はたくさんあると思われる。 
 
１０周年記念事業を盛り上げるために、応援ボランティアスタッフとして大勢が

参画してもらうことは意味があると思われる。 
 
 是非、ボランティアの募集をお願いしたい。 
 
登録者を把握しておけば、今後市主催で実施するイベントなどで応援してもらえ

ると思われる。逆に登録者にとっては、特技などを発揮できる機会となる。  
 
広報誌には応援ボランティアの募集は掲載するのか。それと併せて登録書も掲載

するのか。 
 
応援ボランティアスタッフの募集は掲載するが、紙面の関係で登録書は掲載しな

い。 
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委員 
 
 
事務局 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
委員 
 
事務局 
 
委員 
 
事務局 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
 
事務局 
 
委員 
 
事務局 
 
委員長 
 
委員 
 
委員長 
 
事務局 
 
委員 
 

応援ボランティアスタッフの対象者は、市内の者に限定しているのは何故か。市

外の方の登録があった場合はどのように取り扱うのか。 
 
事務局としては本市の１０周年記念事業を応援していただけるのであれば市外

の方でも受付ける。募集の対象に伴う表現ついては検討させていただきたい。 
 
表紙の下段の表現の中で、「来て、見て、知って、もっと！さぬき市」の「さぬ

き市を」の方が良いのではないか。 
 
それは、応募のあったキャッチフレーズの優秀作品を活用している。 
 
了解する。 
 
事業一覧の中で修正した方が良い点はあるか。 
 
マスコットキャラクターは当初と比べ修正しているか。 
 
マスコットキャラクターの服の色を水色に修正した。そのほかに正面図だけでは

面白みがないことから、多少動きのあるパターンを追加した。 
 
応援ボランティアスタッフの支給品バッジは、どのようなものになるのか。 
 
 これからデザインを検討するが、マスコットキャラクターは入れるつもりであ
る。 
 
 事業一覧は、カラーになれば雰囲気が変わると思われる。できれば表紙の合併１
０周年記念事業は大きくした方が良いと思われる。 
 
 参加を促す意味で、スタンプラリー形式で各事業に参加したらスタンプを押すな
ど、例えば記念事業の１０事業に参加したら記念品を出すようなことは考えている

か。 
 
 その件は検討する。 
 
 着ぐるみは９月の「門入よさこい」までに完成しているのか。 
 
 ３月末に完成予定である。 
 
 応援ボランティアの募集についてよろしいか。 
 
 特に無し 
 
 その他のところで、事務局から何かあるか。 
 
 ●平成２３年度の実行委員会の審議、冠事業及び今後の予定について説明 
 
 作文コンクールの審査員はどのように考えているのか。 
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事務局 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
委員長 
 
委員 
 
 
 
事務局 
 
委員長 
 
 
 
 
 
 

 実行委員、国語科の教員などを考えており、様々な角度から審査したいと考えて
いる。 
 
 たくさん募集があった時に、全てに目を通すのは非常に困難であることから、審
査方法を検討する必要がある。 
 
 それも含め検討する。 
 
 その他、実行委員から質疑はあるか。 
 
 合併１０周年記念事業をテーマとして写真コンテストをするのはどうか。事業に
直接参加、参画していなくてもその状況を写真撮影することは、１０周年記念事業

への参加、参画になると考える。 
 
 その件については検討する。 
 
 以上で本日の会議は終了する。 
 
 

< 閉 会 > （14：40） 
 
 

 


